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のわたく しの論文「生活水準の測定と裁定の諸問題 IJ 2)は別の目的をもった論文であったが，第
1にあげた gap 問題を主として後者の方法で克服する努力そしめしている。モとでは個人選妻子理
論を世帯選好理論にまで拡張しうることを前提として，多数世帯の選好行為の記録を一世帯の選好
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して存在し. non negativityの立場ー より crosssection による消費者行為を観察する分類概
念ではありえゑいのでるる。 Keynesianがよくおと危うようた，可処分収入階層別の消費と貯蓄
の観察において，消費性向カtlOO%をとえる部分の存在をみとめるのは.time series的君主集計観
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でるる。 e=仰 でるるから，左辺をe，右辺を 仰 で除し，収入iで微分するととにして両辺に i/di
を乗ずれば
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